
　

開始年度 昭和　　２８

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

25,600

将来目標

80

「実績」
縮小図る

16,600 16,600

80

単位

％

回

目標値 80

25,600

H28目標値

25,850 25,668

Ｈ 26 Ｈ 27

61,734

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

①施設の利用申請については、従来からの窓口申請に加えて、市民の利便性を図り情報化社会への対応として、平成１１年度からは公共施設案内・予約システム
を導入し、ロビー端末機・インターネットによる利用予約手続きが可能となっており、平成１８年１０月からは携帯電話からも申込みが可能となっている。
②利用予約の際は、利用機会の拡大を図るため一定の利用制限（時間的制限）を設けている。

基本
方針

51,682

6,870 7,212 2,844

57,793

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 3.55

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2926-9355
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条
例、所沢市立公民館設置及び管理条例施行規則

部課コード 051300 ℡

法定受託＋附加

事業コード
中央公民館施設提供事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

051304

①事務事業名

終了年度 年度

所沢まちづくりセンター

ｸﾞﾙｰﾌﾟ コミュニティ推進・公民館グループ

コミュニティ施設提供事業（コミュニティ推進事業）

■ □ □

年度

343,067

→

事業の種別

社会教育節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 第３次所沢市生涯学習推進計画

昭和２４年に社会教育法が制定され、この中で公民館においては、その設置目的達成のため、教育・文化に関する各種事業を行うとともに、そ
の施設を住民の利用に供するものとされている。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 公民館機能の充実

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

55,424

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市民 平成

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

集団による各種学習活動の場として施設を提供することにより、住民の知識・教養の向上を図り、生涯学習社会の構築を目指す。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　）利用者使用料 ）

342,564

65,005

人） （

0.95人 8,227

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

68,604

一般財源

平成 26 年度

（

28

3.95

59,011

（ 0.00

27 年度平成

9,593

（千円） 年度 （千円）

54,526

59,011 56,778

（千円） 平成

回

事業費合計

正規職員人件費

人）

1.10人

年間利用区分数（公民館） 年間延べ利用区分数 16,460

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

17,377

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

年間利用可能区分数
（公民館）

１日６区分×部屋×
開館日数（月曜日は４区分で計算）

％ 達成率 84 80

　 項目名 項目説明

成果指標 年間施設稼動率

継続

登録団体は３００団体を超えているが、高齢化も進んでいる団体が多いことから、団体
の募集活動の手助けのために団体一覧ファイルを作成し閲覧している。また、昨年に
引き続き利用者に対して利用時間の厳守や施設利用のマナーの徹底をお願いしてい
る。

80

実 績 67 64

年間延べ利用区分数÷年間利用可能
区分数×１００

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

センター長　内堀　耕介

終了

次年度予算

評価日 H28.8.18 評価者職氏名

理由 安全で利用しやすい施設環境を整えていく。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 現状の予算の範囲内で検討していく。拡大 縮小

無

無
施設・設備の運転

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

当市の中心地に位置しているため、登録団体も３００を超え、利用者からの
声に対して迅速な対応を図りながら、利用者にとって満足度の高い施設提
供を行うものである。

①ホームページが見やすいように充実を図った。
②部屋の使用時間区分内での開始、終了時間を守り、より多くの方が快適に利用でき
るように利用者に対してマナーの周知、徹底を図った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

利用希望の曜日と部屋が重複することが多いためか、稼働率が低くなって
いる。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


